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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動画像に含まれる複数のシーンのそれぞれを、シーンの開始時刻から終了時刻まで、開始
時刻が早い順に連続して再生する再生装置において、
　動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシーンおよび前記第１のシーンと
連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満たすシーンを選択する選択手段と
、
　前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、
前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻よりも遅い時刻である
場合、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更し、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第２のシ
ーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻のうち、最も遅い
時刻に変更する変更手段と、
　選択された前記所定の条件を満たすシーンを連続して再生するとともに、再生している
シーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させる再生手段と
　を備える再生装置。
【請求項２】
動画像に含まれるシーンの撮影が開始された時刻がそのシーンの開始時刻とされ、そのシ
ーンの撮影が終了した時刻が終了時刻とされる
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　請求項１に記載の再生装置。
【請求項３】
前記選択手段は、前記所定の条件を満たすシーンの再生中に、前記所定の条件が変更され
た場合、変更された新たな条件を満たすシーンを選択し直す
　請求項１に記載の再生装置。
【請求項４】
前記再生手段は、現在再生しているシーンが新たに選択し直されたシーンに含まれている
場合、再生しているシーンの終了後、そのシーンの開始時刻よりも開始時刻が遅いシーン
であって、新たに選択し直されたシーンを開始時刻が早い順に連続して再生する
　請求項３に記載の再生装置。
【請求項５】
動画像に含まれる複数のシーンのそれぞれを、シーンの開始時刻から終了時刻まで、開始
時刻が早い順に連続して再生する再生方法において、
　動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシーンおよび前記第１のシーンと
連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満たすシーンを選択し、
　前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、
前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻よりも遅い時刻である
場合、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更し、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第２のシ
ーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻のうち、最も遅い
時刻に変更し、
　選択された前記所定の条件を満たすシーンを連続して再生するとともに、再生している
シーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させる
　ステップを含む再生方法。
【請求項６】
動画像に含まれる複数のシーンのそれぞれを、シーンの開始時刻から終了時刻まで、開始
時刻が早い順に連続して再生する再生処理をコンピュータに実行させるプログラムにおい
て、
　動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシーンおよび前記第１のシーンと
連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満たすシーンを選択し、
　前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、
前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻よりも遅い時刻である
場合、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更し、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第２のシ
ーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を、前記第１の
シーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻のうち、最も遅い
時刻に変更し、
　選択された前記所定の条件を満たすシーンを連続して再生するとともに、再生している
シーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させる
　ステップを含むプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は再生装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、ユーザが視聴したいと
思うシーンをより効率よく再生できるようにした再生装置および方法、並びにプログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルビデオカメラの低価格化、DVD(Digital Versatile Disc)を利用したデ
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ジタルビデオカメラの登場、デジタルスチルカメラにおけるＭＰ４方式での動画像の記録
機能の充実、携帯電話機における動画像の撮影機能の向上などにより、一般のユーザが個
人で動画像を撮影する機会が増えてきている。
【０００３】
　しかしながら、容易に動画像を撮影することができることで、記録される動画像の数が
多くなると、撮影された動画像が閲覧されなかったり、友人に撮影した動画像を渡そうと
思っていても、編集するのが面倒なためその編集が行われなかったり、または撮影された
動画像が、その動画像を再生するための再生装置に取り込まれなかったりすることも多い
。
【０００４】
　そのため、記録されている動画像から、友達と盛り上がっているシーン、子供がアップ
で写っているシーンなど、ユーザが所望するシーンを容易に検索できるようにする機能に
対する要求が高まっている。
【０００５】
　従来の再生装置には、どのような動画像が記録されているかをユーザが容易に認識でき
るように、動画像のサムネイル画像の一覧を表示させたり、サムネイル画像を時系列に表
示させたりする機能を有するものもあるが、ユーザが記録されている動画像からユーザの
閲覧したいシーンを探し出すことは困難であった。
【０００６】
　そこで、ユーザにより所定の条件が入力されると、記録されている動画像から入力され
た条件を満たすシーンを検索し、検索されたシーンを連続して再生する再生装置が提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－１２５２５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した技術では、ユーザにより入力された条件を満たすシーンを検索
して再生することはできるが、それらの検索されたシーンを効率よく再生することはでき
なかった。
【０００９】
　例えば、検索されたシーンの一部分として、検索された他のシーンが含まれている場合
には、最初のシーンが再生された後、検索された他のシーンが再生されるため、動画像の
同じ部分が重複して再生されることになる。したがって、ユーザは動画像の同じ部分を何
度も視聴しなければならなくなってしまう恐れがあった。
【００１０】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、ユーザが視聴したいシーンを
より効率よく再生できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一側面の再生装置は、動画像に含まれる複数のシーンのそれぞれを、シーンの
開始時刻から終了時刻まで、開始時刻が早い順に連続して再生する再生装置であって、動
画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシーンおよび前記第１のシーンと連続
して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満たすシーンを選択する選択手段と、前
記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記
第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻よりも遅い時刻である場合
、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更し、前記第１のシー
ンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第２のシーン
の開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を、前記第１のシー
ンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻のうち、最も遅い時刻
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に変更する変更手段と、選択された前記所定の条件を満たすシーンを連続して再生すると
ともに、再生しているシーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させる再生手
段とを備える。
【００１２】
　動画像に含まれるシーンの撮影が開始された時刻をそのシーンの開始時刻とし、そのシ
ーンの撮影が終了した時刻を終了時刻とすることができる。
【００１４】
　前記選択手段には、前記所定の条件を満たすシーンの再生中に、前記所定の条件が変更
された場合、変更された新たな条件を満たすシーンを選択し直させることができる。
【００１５】
　前記再生手段には、現在再生しているシーンが新たに選択し直されたシーンに含まれて
いる場合、再生しているシーンの終了後、そのシーンの開始時刻よりも開始時刻が遅いシ
ーンであって、新たに選択し直されたシーンを開始時刻が早い順に連続して再生させるこ
とができる。
【００１６】
　本発明の一側面の再生方法またはプログラムは、動画像に含まれる複数のシーンのそれ
ぞれを、シーンの開始時刻から終了時刻まで、開始時刻が早い順に連続して再生する再生
方法またはプログラムであって、動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシ
ーンおよび前記第１のシーンと連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満た
すシーンを選択し、前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシー
ンの終了時刻が、前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻より
も遅い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変
更し、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻
が、前記第２のシーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時
刻を、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻
のうち、最も遅い時刻に変更し、選択された前記所定の条件を満たすシーンを連続して再
生するとともに、再生しているシーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させ
るステップを含む。
【００１７】
　本発明の一側面においては、動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシー
ンおよび前記第１のシーンと連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満たす
シーンが選択され、前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシー
ンの終了時刻が、前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻より
も遅い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻が前記第２のシーンの開始時刻に変
更され、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時
刻が、前記第２のシーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了
時刻が、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時
刻のうち、最も遅い時刻に変更され、選択された前記所定の条件を満たすシーンが連続し
て再生されるとともに、再生しているシーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンが表
示される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の一側面によれば、動画像を再生することができる。特に、本発明の一側面によ
れば、ユーザが視聴したいシーンをより効率よく再生することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、本発明の構成要件と、明細書又は図面に記載
の実施の形態との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、本発明をサポー
トする実施の形態が、明細書又は図面に記載されていることを確認するためのものである
。従って、明細書又は図面中には記載されているが、本発明の構成要件に対応する実施の
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形態として、ここには記載されていない実施の形態があったとしても、そのことは、その
実施の形態が、その構成要件に対応するものではないことを意味するものではない。逆に
、実施の形態が構成要件に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのこと
は、その実施の形態が、その構成要件以外の構成要件には対応しないものであることを意
味するものでもない。
【００２０】
　本発明の一側面は、動画像に含まれる複数のシーンのそれぞれを、シーンの開始時刻か
ら終了時刻まで、開始時刻が早い順に連続して再生する再生装置であって、動画像から抽
出された複数のシーンであって、第１のシーンおよび前記第１のシーンと連続して再生さ
れる第２のシーンを含む所定の条件を満たすシーンを選択する選択手段（例えば、図１の
抽出部３１）と、前記第１のシーンまたは前記第１のシーンよりも前に再生されるシーン
の終了時刻が、前記第１のシーンの直後に再生される前記第２のシーンの開始時刻よりも
遅い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更
し、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が
、前記第２のシーンの開始時刻よりも早い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時刻
を、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻の
うち、最も遅い時刻に変更する変更手段（例えば、図１の時刻管理部４１）と、選択され
た前記所定の条件を満たすシーンを連続して再生するとともに、再生しているシーンが満
たす前記所定の条件を表すアイコンを表示させる再生手段（例えば、図１の再生部２７）
とを備える。
【００２２】
　前記選択手段には、前記所定の条件を満たすシーンの再生中に、前記所定の条件が変更
された場合、変更された新たな条件を満たすシーンを選択し直させる（例えば、図１６の
ステップＳ１０１の処理）ことができる。
【００２３】
　前記再生手段には、現在再生しているシーンが新たに選択し直されたシーンに含まれて
いる場合、再生しているシーンの終了後、そのシーンの開始時刻よりも開始時刻が遅いシ
ーンであって、新たに選択し直されたシーンを開始時刻が早い順に連続して再生させる（
例えば、図１６のステップＳ１０３の処理）ことができる。
【００２４】
　本発明の一側面の再生方法またはプログラムは、動画像に含まれる複数のシーンのそれ
ぞれを、シーンの開始時刻から終了時刻まで、開始時刻が早い順に連続して再生する再生
方法またはプログラムであって、動画像から抽出された複数のシーンであって、第１のシ
ーンおよび前記第１のシーンと連続して再生される第２のシーンを含む所定の条件を満た
すシーンを選択し（例えば、図１５のステップＳ６１）、前記第１のシーンまたは前記第
１のシーンよりも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第１のシーンの直後に再生さ
れる前記第２のシーンの開始時刻よりも遅い時刻である場合、前記第１のシーンの終了時
刻を前記第２のシーンの開始時刻に変更し、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよ
りも前に再生されるシーンの終了時刻が、前記第２のシーンの開始時刻よりも早い時刻で
ある場合、前記第１のシーンの終了時刻を、前記第１のシーンおよび前記第１のシーンよ
りも前に再生されるシーンの終了時刻のうち、最も遅い時刻に変更し（例えば、図１５の
ステップＳ６８およびステップＳ６９）、選択された前記所定の条件を満たすシーンを連
続して再生するとともに、再生しているシーンが満たす前記所定の条件を表すアイコンを
表示させる（例えば、図１４のステップＳ４３）ステップを含む。
【００２５】
　以下、図面を参照して、本発明を適用した実施の形態について説明する。
【００２６】
　図１は、本発明を適用した再生装置の構成例を示すブロック図である。
【００２７】
　再生装置１１は、動画像ファイル記録部２１、シーンメタデータ生成部２２、シーンメ
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タデータ記録部２３、入力部２４、制御部２５、インデックス表示制御部２６、再生部２
７、および表示部２８から構成される。
【００２８】
　動画像ファイル記録部２１は、再生装置１１に接続された他の装置から供給された動画
像ファイルを記録する。この動画像ファイルは、例えば、動画像を再生するための動画像
データ、その動画像に付随する音声を再生するための音声データ、および動画像のサムネ
イル画像からなる。
【００２９】
　シーンメタデータ生成部２２は、動画像ファイル記録部２１に記録されている動画像フ
ァイルの動画像から、笑い声が含まれているシーン、人の顔が映っているシーンなどの所
定の条件を満たすシーンを検出し、検出されたシーンに関する情報が含まれているシーン
メタデータを生成する。ここで、シーンとは、再生される動画像のうちの所定の区間、す
なわち動画像の一部分をいう。
【００３０】
　また、シーンメタデータ生成部２２は、生成したシーンメタデータをシーンメタデータ
記録部２３に供給する。シーンメタデータ記録部２３は、シーンメタデータ生成部２２か
ら供給されたシーンメタデータを記録する。なお、詳細は後述するがシーンメタデータに
は、そのシーンメタデータにより示されるシーンを特定するシーンＩＤ、そのシーンの開
始時刻および終了時刻、シーンのサムネイル画像などが含まれている。
【００３１】
　入力部２４は、例えば、ボタン、マウス、キーボードなどから構成され、ユーザの操作
に応じた信号を制御部２５に供給する。制御部２５は、再生装置１１の全体を制御する。
制御部２５は、抽出部３１および管理部３２から構成される。
【００３２】
　制御部２５の抽出部３１は、シーンメタデータ記録部２３に記録されているシーンメタ
データを参照して、動画像ファイル記録部２１に記録されている動画像ファイルにより再
生される動画像を構成するシーンのうち、ユーザにより指定された条件を満たすシーンを
検索する。すなわち、抽出部３１は、指定された条件を満たすシーンのシーンメタデータ
を抽出する。
【００３３】
　制御部２５の管理部３２は、抽出部３１により抽出されたシーンメタデータを、シーン
メタデータ記録部２３から読み込んで、そのシーンの再生およびシーンのサムネイル画像
の表示を制御する。また、管理部３２は、時刻管理部４１を備えている。管理部３２の時
刻管理部４１は、抽出部３１により抽出されたシーンメタデータにより特定されるシーン
の終了時刻を必要に応じて変更する。
【００３４】
　インデックス表示制御部２６は、制御部２５の管理部３２の制御に基づいて、シーンメ
タデータ記録部２３から所定のシーンのサムネイル画像を取得して表示部２８に供給し、
サムネイル画像の一覧を表示させる。
【００３５】
　再生部２７は、制御部２５の管理部３２の制御に基づいて、動画像ファイル記録部２１
から動画像ファイルを取得して表示部２８に供給し、動画像を表示させる。
【００３６】
　表示部２８は、例えば、液晶ディスプレイ、CRT（Cathode Ray Tube）などから構成さ
れる。表示部２８は、インデックス表示制御部２６または再生部２７から供給されるサム
ネイル画像や動画像ファイルに基づいて、サムネイル画像や動画像を表示する。
【００３７】
　ところで、シーンメタデータ生成部２２は、動画像ファイル記録部２１に新たに動画像
ファイルが記録されると、例えば、図２に示すように、その動画像ファイルから、所定の
条件を満たすシーンを検出し、検出されたシーンのシーンメタデータを生成する。
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【００３８】
　なお、図２において、横方向は時間を示している。また、新たに記録された１つの動画
像ファイルの動画像７１の図中、左端は動画像７１の先頭位置、すなわち動画像７１の撮
影が開始された時刻である開始時刻を示しており、動画像７１の右端は終了位置、すなわ
ち動画像７１の撮影が終了した時刻である終了時刻を示している。
【００３９】
　シーンメタデータ生成部２２は所定の条件を満たすシーンとして、１つの動画像７１か
ら、シーンチェンジ、すなわちシーンの変化により分けられるシーン、多人数の人、すな
わち予め定められた所定の人数以上の人が写っているシーン、人がポートレートサイズ、
すなわち人の顔が所定の大きさ以上の大きさで写っているシーン、女性が会話をしている
シーン、および人の笑い声が含まれているシーンを検索して抽出する。
【００４０】
　図２では、シーンチェンジにより分けられるシーンとして、シーン７２乃至シーン７４
が抽出され、多人数の人が写っているシーンとしてシーン７５が抽出され、人がポートレ
ートサイズで写っているシーンとして、シーン７６乃至シーン８２が抽出されている。ま
た、女性が会話をしているシーンとしてシーン８３乃至シーン８９が抽出され、人の笑い
声が含まれているシーンとしてシーン９０乃至シーン９５が抽出されている。
【００４１】
　ここで、図中、シーン７２乃至シーン９５のそれぞれの左端は、それらのシーンの開始
時刻、すなわちシーンの撮影が開始された時刻を示しており、それぞれのシーンの右端は
終了時刻、すなわちシーンの撮影が終了した時刻を示している。また、図２に示されるよ
うに、動画像７１の所定の区間が、複数のシーンに含まれる場合もある。例えば、シーン
８３の開始時刻から終了時刻までの区間は、シーン７２およびシーン７６にも含まれてい
る。
【００４２】
　また、図２には示されていないが、シーンメタデータ生成部２２は、新たに記録された
動画像ファイルから、その他、男性の会話が含まれているシーン、および少人数の人、す
なわち予め定められた所定の人数以下の人、例えば、多人数の人が写っているとされる人
数よりも少ない人数の人が写っているシーンを検索して抽出する。
【００４３】
　例えば、シーンメタデータ生成部２２は、動画像７１の連続するフレームを構成する静
止画像の輝度値の差分やカラーヒストグラムの差分に基づいてシーンチェンジを検出する
。
【００４４】
　また、シーンメタデータ生成部２２は、例えば、動画像７１の動画像ファイルの音声デ
ータにより再生される音声の周波数に基づいて、男性の会話が含まれているシーン（以下
、適宜男性会話シーンとも称する）、女性の会話が含まれているシーン（以下、適宜女性
会話シーンとも称する）、および人の笑い声が含まれているシーン（以下、適宜笑い声シ
ーンとも称する）を検出する。換言すれば、シーンメタデータ生成部２２は、音声の周波
数に基づいて、動画像７１から男性の会話が含まれている区間、女性の会話が含まれてい
る区間、および人の笑い声が含まれている区間を検出する。
【００４５】
　さらに、シーンメタデータ生成部２２は、例えば、動画像７１から人の顔を検出し、検
出された顔の数および大きさに基づいて、多人数の人が写っているシーン（以下、適宜多
人数シーンとも称する）、人がポートレートサイズで写っているシーン（以下、適宜ポー
トレートシーンとも称する）、および少人数の人が写っているシーン（以下、適宜少人数
シーンとも称する）を検出する。
【００４６】
　シーンメタデータ生成部２２は、所定の条件を満たすシーンを検索して抽出すると、抽
出したシーンのシーンメタデータを生成してシーンメタデータ記録部２３に供給する。こ
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れにより、シーンメタデータ記録部２３には、例えば、図３に示すシーンメタデータが記
録される。なお、図３における行番号１乃至５は説明のために付したものであり、実際の
シーンメタデータには含まれていない。
【００４７】
　図３において、１行目は、シーンメタデータにより示されるシーン、例えば、図２に示
したシーン７２を特定するためのシーンＩＤを示している。１行目における“０１”は、
シーンＩＤ“０１”を示している。
【００４８】
　また、シーンＩＤは、検索されたシーンの開始時刻の早い順に、“０１”から連続する
番号が付される。したがって、例えば、１つの動画像ファイルから図２に示したシーン７
２乃至シーン９５が検索された場合、シーン７２、シーン７６、シーン８３乃至シーン８
５、シーン７７、シーン８６、シーン９０、シーン７３、シーン８７、シーン９１、シー
ン８８、シーン９２乃至シーン９４、シーン７４、シーン７８乃至シーン８１、シーン７
５、シーン８２、シーン８９、およびシーン９５のそれぞれに、シーンＩＤ“０１”乃至
シーンＩＤ“２４”のそれぞれが付される。
【００４９】
　２行目は、シーンメタデータにより示されるシーンの種類であるシーンラベルを示して
いる。すなわち、シーンラベルは、そのシーンメタデータにより示されるシーンが、シー
ンチェンジにより分けられるシーン、男性会話シーン、女性会話シーン、笑い声シーン、
ポートレートシーン、少人数シーン、または多人数シーンのいずれであるかを示している
。２行目における“scene”は、シーンメタデータにより示されるシーンが、シーンチェ
ンジにより分けられるシーンであることを示している。
【００５０】
　３行目は、シーンメタデータにより示されるシーンの開始時刻を示している。３行目の
“1125456196.00”は、所定の時刻を基準とする通し秒により表される開始時刻を示して
いる。すなわち“1125456196.00”は、シーンの撮影が開始された時刻が、基準となる時
刻を０秒として、その時刻から1125456196秒後の時刻であることを示している。
【００５１】
　４行目は、シーンメタデータにより示されるシーンが含まれている動画像の開始時刻を
示している。４行目の“1125456196.00”は、所定の時刻を基準とする通し秒により表さ
れる開始時刻を示している。すなわち動画像の撮影が開始された時刻が、基準となる時刻
を０秒として、その時刻から1125456196秒後の時刻であることを示している。
【００５２】
　５行目は、シーンメタデータにより示されるシーンの終了時刻を示している。５行目の
“1125456258.06”は、所定の時刻を基準とする通し秒により表される終了時刻を示して
いる。すなわちシーンの撮影が終了した時刻が、基準となる時刻を０秒として、その時刻
から1125456258.06秒後の時刻であることを示している。
【００５３】
　また、図３には示されていないが、シーンメタデータには、その他、シーンメタデータ
により示されるシーンが含まれている動画像の動画像ファイルを特定するためのビデオフ
ァイルＩＤ、およびシーンメタデータにより示されるシーンのサムネイル画像が含まれて
いる。例えば、シーンのサムネイル画像は、そのシーンの最初のフレームを構成する静止
画像が縮小された画像とされる。
【００５４】
　このように、図３に示したシーンメタデータが、シーンメタデータ生成部２２により抽
出されたシーンごとに生成されてシーンメタデータ記録部２３に記録される。なお、シー
ンメタデータにサムネイル画像が含まれるようにすると説明したが、サムネイル画像では
なく、サムネイル画像が記録されている場所を示すパスがシーンメタデータに含まれるよ
うにしてもよい。また、シーンメタデータが動画像ファイルに含まれるようにし、動画像
ファイル記録部２１に記録されるようにしてもよい。



(9) JP 4735388 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

【００５５】
　さらに、ユーザが入力部２４を操作することによりシーンメタデータを生成することが
できるようにしてもよいし、顔認識により人物ごとにシーンメタデータが生成されるよう
にしてもよい。
【００５６】
　ユーザが入力部２４を操作して、動画像ファイル記録部２１に記録されている動画像フ
ァイルの動画像に含まれるシーンのサムネイル画像の一覧の表示を指示すると、制御部２
５は、ユーザの操作に応じてインデックス表示制御部２６を制御し、表示部２８にサムネ
イル画像の一覧であるタイルインデックスを表示させる。
【００５７】
　これにより、表示部２８には、例えば、図４に示すタイルインデックスが表示される。
【００５８】
　図４に示されるタイルインデックス１２１には、シーンメタデータ記録部２３に記録さ
れているシーンメタデータにより示されるシーンのサムネイル画像１３１－１乃至サムネ
イル画像１３４－３が時系列に並べられて表示されている。図４では、サムネイル画像に
より示されるシーンのうち、最も開始時刻が早いシーンのサムネイル画像１３１－１から
、最も開始時刻が遅いシーンのサムネイル画像１３４－３まで、サムネイル画像１３１－
１乃至サムネイル画像１３４－３が開始時刻の早い順番に並べられて表示されている。
【００５９】
　タイルインデックス１２１に表示されているサムネイル画像を囲む矩形の領域１４１乃
至領域１４４のそれぞれは、表示されているサムネイル画像のシーンが、同じ動画像ファ
イルの動画像に含まれているシーンであることを示している。
【００６０】
　すなわち、領域１４１内に表示されているサムネイル画像１３１－１乃至サムネイル画
像１３１－８のシーンのそれぞれは、同じ動画像に含まれていることを示しており、領域
１４２内に表示されているサムネイル画像１３２－１乃至サムネイル画像１３２－４のシ
ーンのそれぞれは、同じ動画像に含まれていることを示している。同様に、領域１４３内
に表示されているサムネイル画像１３３－１乃至サムネイル画像１３３－９のシーンのそ
れぞれは、同じ動画像に含まれていることを示しており、領域１４４内に表示されている
サムネイル画像１３４－１乃至サムネイル画像１３４－３のシーンのそれぞれは、同じ動
画像に含まれていることを示している。
【００６１】
　また、タイルインデックス１２１の図中、下側には、シーンラベルを選択するためのチ
ェックボックス１４５乃至チェックボックス１４７が設けられている。チェックボックス
１４５は、シーンラベルとしてのシーンチェンジにより分けられるシーンを選択するとき
に操作される。チェックボックス１４５の図中、右側にはシーンチェンジにより分けられ
たシーンを示す画像であるシーンチェンジアイコンが表示されており、さらにそのシーン
チェンジアイコンの右側には、文字“SCENE CHANGE”が表示されている。
【００６２】
　また、チェックボックス１４５の右側には、シーンラベルとしての男性会話シーン、女
性会話シーン、または笑い声シーンを選択するためのチェックボックス１４６が設けられ
ている。チェックボックス１４６の右側には、会話に関するシーンを示す画像が表示され
ており、さらにその右側には文字“TALK CUE”が表示されている。
【００６３】
　チェックボックス１４６の右側には、シーンラベルとしてのポートレートシーン、少人
数シーン、または多人数シーンを選択するためのチェックボックス１４７が設けられてい
る。チェックボックス１４７の右側には、人に関するシーンを示す画像が表示されており
、さらにその右側には文字“PERSON CUE”が表示されている。
【００６４】
　さらに、図中、チェックボックス１４６の下側には、シーンラベルとしての男性会話シ
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ーンを選択するためのチェックボックス１４８、女性会話シーンを選択するためのチェッ
クボックス１４９、および笑い声シーンを選択するためのチェックボックス１５０が設け
られている。チェックボックス１４８乃至チェックボックス１５０のそれぞれの右側には
、シーンラベルとしての男性会話シーン、女性会話シーン、および笑い声シーンのそれぞ
れを示す画像である男性アイコン、女性アイコン、および笑いアイコンのそれぞれが表示
されている。そして、男性アイコン、女性アイコン、および笑いアイコンのそれぞれの右
側には、文字“男性”、“女性”、および“笑い”のそれぞれが表示されている。
【００６５】
　図中、チェックボックス１４７の下側には、シーンラベルとしてのポートレートシーン
を選択するためのチェックボックス１５１、少人数シーンを選択するためのチェックボッ
クス１５２、および多人数シーンを選択するためのチェックボックス１５３が設けられて
いる。チェックボックス１５１乃至チェックボックス１５３のそれぞれの右側には、シー
ンラベルとしてのポートレートシーン、少人数シーン、および多人数シーンのそれぞれを
示す画像であるバストアップアイコン、少人数アイコン、および複数人アイコンのそれぞ
れが表示されている。そして、バストアップアイコン、少人数アイコン、および複数人ア
イコンのそれぞれの右側には、文字“バストアップ”、“少人数”、および“複数人”の
それぞれが表示されている。
【００６６】
　また、チェックボックス１４５乃至チェックボックス１５３のそれぞれには、そのチェ
ックボックスが操作されて選択されたとき、チェック記号が表示されるようになされてい
る。図４の例では、チェックボックス１４５乃至チェックボックス１５３の全てが選択さ
れており、それらのチェックボックスにチェック記号が表示されている。
【００６７】
　さらに、チェックボックス１４６が選択されていない場合、すなわちチェックボックス
１４６にチェック記号が表示されていない場合、チェックボックス１４８乃至チェックボ
ックス１５０のそれぞれを操作することができないようになされている。したがって、例
えば、ユーザがチェックボックス１４８を操作しようとする場合、ユーザは、チェックボ
ックス１４６を選択してから、チェックボックス１４８を操作して選択することになる。
【００６８】
　同様に、チェックボックス１４７が選択されていない場合、チェックボックス１５１乃
至チェックボックス１５３のそれぞれを操作することができないようになされている。し
たがって、例えば、ユーザがチェックボックス１５１を操作しようとする場合、ユーザは
、チェックボックス１４７を選択してから、チェックボックス１５１を操作して選択する
ことになる。
【００６９】
　タイルインデックス１２１においては、ユーザが、チェックボックス１４５およびチェ
ックボックス１４８乃至チェックボックス１５３のそれぞれを操作することによって、ユ
ーザは、所望するシーンラベルのシーンのサムネイル画像だけをタイルインデックス１２
１に表示させることができる。また、ユーザがこれらのチェックボックス１４５乃至チェ
ックボックス１５３を操作すると、その操作に応じて選択されたシーンラベルのシーンの
サムネイル画像がタイルインデックス１２１に表示し直される。
【００７０】
　例えば、ユーザがチェックボックス１４８だけを選択し、他のチェックボックス１４５
およびチェックボックス１４９乃至チェックボックス１５３を選択しなかった場合、タイ
ルインデックス１２１には、シーンメタデータ記録部２３に記録されているシーンメタデ
ータにより示されるシーンのうち、男性会話シーンのサムネイル画像だけが表示される。
【００７１】
　図４の例では、チェックボックス１４５およびチェックボックス１４８乃至チェックボ
ックス１５３のそれぞれが選択されているので、シーンメタデータ記録部２３に記録され
ているシーンメタデータにより示される全てのシーンのサムネイル画像が表示される。
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【００７２】
　タイルインデックス１２１に表示されているサムネイル画像１３１－１乃至サムネイル
画像１３４－３のそれぞれには、その左上の部分にそれぞれのサムネイル画像により示さ
れるシーンのシーンラベルを示すアイコンが表示されている。例えば、サムネイル画像１
３１－１の左上の部分には、シーンチェンジアイコンおよび男性アイコンが表示されてお
り、サムネイル画像１３１－２の左上の部分には、女性アイコンが表示されている。
【００７３】
　ここで、チェックボックス１４５およびチェックボックス１４８乃至チェックボックス
１５３のそれぞれにより選択されたシーンラベルのシーンのうち、互いにサムネイル画像
が同じであるシーンがある場合、タイルインデックス１２１には１つのサムネイル画像だ
けが表示され、そのサムネイル画像に複数のアイコンが表示される。例えば、チェックボ
ックスにより選択されたシーンラベルのシーンのうち、シーンラベルが笑い声シーンであ
る１つのシーンのサムネイル画像と、シーンラベルが多人数シーンである１つのシーンの
サムネイル画像とが同じである場合、１つのサムネイル画像１３１－４が表示され、その
サムネイル画像１３１－４には、笑いアイコンおよび複数人アイコンが表示される。
【００７４】
　さらに、タイルインデックス１２１に表示されるサムネイル画像１３１－１乃至サムネ
イル画像１３４－３のそれぞれの右下の部分に、そのサムネイル画像により示されるシー
ンの再生時間、すなわちそのシーンの開始時刻から終了時刻までの時間の長さが表示され
るようにしてもよい。
【００７５】
　タイルインデックス１２１の図中、右側には、サムネイル画像を表示する領域をスクロ
ールするときに操作されるスクロールバー１５４が設けられている。ユーザは、このスク
ロールバー１５４を操作することにより、サムネイル画像１３１－１乃至サムネイル画像
１３４－３のそれぞれが表示されている領域を図中、上下方向にスクロールさせることが
できる。
【００７６】
　また、タイルインデックス１２１の図中、右上には、各種の設定を行うときに操作され
るボタン１５５、タイルインデックス１２１を表示させるときに操作されるボタン１５６
、および動画像ファイルの動画像ごとにサムネイル画像が時系列に並べられて表示される
リストインデックスを表示させるときに操作されるボタン１５７が設けられている。
【００７７】
　ユーザは、ボタン１５６またはボタン１５７を操作することにより、サムネイル画像の
一覧としてのタイルインデックス１２１とリストインデックスとの表示の切り替えをさせ
ることができる。
【００７８】
　なお、図４では、チェックボックス１４５およびチェックボックス１４８乃至チェック
ボックス１５３のうち、選択されているチェックボックスにより示されるシーンラベルの
うちのいずれかのシーンラベルであるシーンのサムネイル画像がタイルインデックス１２
１に表示されているが、例えば、ユーザが、ボタン１５５を操作することによって、選択
されているチェックボックスにより示される全てのシーンラベルが含まれるシーンのサム
ネイル画像だけが表示されるようにしてもよい。この場合、例えば、チェックボックス１
４９およびチェックボックス１５０だけが選択されているとき、タイルインデックス１２
１には、女性会話シーンであり、かつ笑い声シーンであるシーンのサムネイル画像が表示
される。
【００７９】
　タイルインデックス１２１において、チェックボックス１４５乃至チェックボックス１
５３のいずれも選択されていない場合、タイルインデックス１２１には、図５に示すよう
に、動画像ファイル記録部２１に記録されている動画像ファイルの動画像のサムネイル画
像が時系列で表示される。なお、図５において図４における場合と対応する部分には同一
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の符号を付してあり、繰り返しになるのでその説明は省略する。
【００８０】
　図５では、タイルインデックス１２１の中央にある１つの四角形が、１つのサムネイル
画像を示している。ここで、動画像ファイルの動画像のサムネイル画像は、動画像ファイ
ル記録部２１に記録されている動画像ファイルに含まれており、その動画像の最初のフレ
ームを構成する静止画像が縮小された画像とされる。
【００８１】
　また、タイルインデックス１２１が表示されている状態で、ボタン１５７が操作される
と、サムネイル画像の一覧の表示が、タイルインデックス１２１から図６に示すリストイ
ンデックスに切り替えられる。なお、図６において、図４における場合と対応する部分に
は同一の符号を付してあり、繰り返しになるのでその説明は省略する。
【００８２】
　図６においてリストインデックス１８１の左側には、動画像ファイル記録部２１に記録
されている各動画像ファイルの動画像のサムネイル画像１９１－１乃至サムネイル画像１
９１－４のそれぞれが、縦方向に並べられて表示されている。
【００８３】
　また、それぞれの動画像のサムネイル画像１９１－１乃至サムネイル画像１９１－４の
右側には、それらの動画像に含まれているシーンであって、チェックボックス１４５乃至
チェックボックス１５３により選択されているシーンラベルのシーンのサムネイル画像が
時系列に並べられて表示されている。
【００８４】
　すなわち、サムネイル画像１９２－１乃至サムネイル画像１９２－５のそれぞれは、サ
ムネイル画像１９１－１により示される動画像に含まれているシーンのサムネイル画像を
示しており、サムネイル画像１９３－１乃至サムネイル画像１９３－５のそれぞれは、サ
ムネイル画像１９１－２により示される動画像に含まれているシーンのサムネイル画像を
示している。同様に、サムネイル画像１９４－１乃至サムネイル画像１９４－５のそれぞ
れは、サムネイル画像１９１－３により示される動画像に含まれているシーンのサムネイ
ル画像を示しており、サムネイル画像１９５－１乃至サムネイル画像１９５－５のそれぞ
れは、サムネイル画像１９１－４により示される動画像に含まれているシーンのサムネイ
ル画像を示している。
【００８５】
　サムネイル画像１９２－１乃至サムネイル画像１９２－５のそれぞれは、左側から開始
時刻の早い順に並べられている。同様に、サムネイル画像１９３－１乃至サムネイル画像
１９３－５のそれぞれ、サムネイル画像１９４－１乃至サムネイル画像１９４－５のそれ
ぞれ、およびサムネイル画像１９５－１乃至サムネイル画像１９５－５のそれぞれも、左
側から開始時刻の早い順に並べられている。
【００８６】
　また、リストインデックス１８１に表示されているサムネイル画像１９２－１乃至サム
ネイル画像１９５－５のそれぞれには、タイルインデックス１２１における場合と同様に
、その左上の部分にそれぞれのサムネイル画像により示されるシーンのシーンラベルを示
すアイコンが表示されている。
【００８７】
　リストインデックス１８１には、サムネイル画像１９２－１乃至サムネイル画像１９２
－５が表示されている領域を図中、左右方向にスクロールさせるときに操作されるシーク
バー１９６－１、ボタン１９７－１、およびボタン１９８－１が設けられており、サムネ
イル画像１９３－１乃至サムネイル画像１９３－５が表示されている領域を左右方向にス
クロールさせるときに操作されるシークバー１９６－２、ボタン１９７－２、およびボタ
ン１９８－２が設けられている。
【００８８】
　同様に、リストインデックス１８１には、サムネイル画像１９４－１乃至サムネイル画
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像１９４－５が表示されている領域を図中、左右方向にスクロールさせるときに操作され
るシークバー１９６－３、ボタン１９７－３、およびボタン１９８－３が設けられており
、サムネイル画像１９５－１乃至サムネイル画像１９５－５が表示されている領域を左右
方向にスクロールさせるときに操作されるシークバー１９６－４、ボタン１９７－４、お
よびボタン１９８－４が設けられている。
【００８９】
　さらにリストインデックス１８１において、チェックボックス１４５乃至チェックボッ
クス１５３のいずれも選択されていない場合、サムネイル画像１９１－１乃至サムネイル
画像１９１－４のそれぞれの右側には、例えばサムネイル画像１９１－１乃至サムネイル
画像１９１－４のそれぞれにより示される動画像ファイルを構成する各GOP（Group of Pi
ctures）に含まれる先頭のIピクチャが縮小された画像がサムネイル画像として時系列に
表示される。
【００９０】
　このように、動画像ファイルごとに、その動画像ファイルの動画像に含まれるシーンの
サムネイル画像を並べて表示することで、ユーザは、どの動画像にどのようなシーンが含
まれているかを容易に知ることができる。
【００９１】
　次に、図７のフローチャートを参照して、再生装置１１が、サムネイル画像の一覧とし
てのタイルインデックス１２１または、リストインデックス１８１を表示する処理である
インデックス表示処理について説明する。
【００９２】
　このインデックス表示処理は、ユーザが入力部２４を操作してタイルインデックス１２
１またはリストインデックス１８１の表示を指示するか、タイルインデックス１２１また
はリストインデックス１８１が表示されている状態において、チェックボックス１４５乃
至チェックボックス１５３のいずれかが操作されると開始される。
【００９３】
　ステップＳ１１において、管理部３２は、ユーザによる入力部２４の操作に応じて、ユ
ーザにより選択されたシーンラベルを選択する。例えば、チェックボックス１４５および
チェックボックス１４８乃至チェックボックス１５３のうち、チェックボックス１４８だ
けが選択されている場合、管理部３２は、シーンラベルとして、男性会話シーンを選択す
る。
【００９４】
　そして、管理部３２は、シーンメタデータ記録部２３に記録されているシーンメタデー
タを、そのシーンメタデータにより示されるシーンの開始時刻が早い順に１番目のシーン
メタデータ、２番目のシーンメタデータ、・・・ｉ番目（但し、ｉは自然数）のシーンメ
タデータとし、シーンメタデータを選択するための変数Ｋを変数Ｋ＝１として記憶する。
【００９５】
　ステップＳ１２において、管理部３２は、シーンメタデータ記録部２３からＫ番目のシ
ーンメタデータを読み込む。例えば、管理部３２が記憶している変数Ｋが１である場合、
１番目のシーンメタデータ、すなわち最も開始時刻が早いシーンのシーンメタデータを読
み込む。
【００９６】
　ステップＳ１３において、管理部３２は、読み込んだシーンメタデータのシーンラベル
がステップＳ１１において選択されたシーンラベルであるか否かを判定する。ステップＳ
１３において、選択されたシーンラベルではないと判定された場合、そのシーンメタデー
タにより示されるシーンは、ユーザにより指定された条件を満たすシーンではなく、その
サムネイル画像は表示されないので、管理部３２は記憶している変数Ｋをインクリメント
する。そして処理はステップＳ１２に戻り、次のシーンメタデータが読み込まれる。
【００９７】
　これに対してステップＳ１３において、選択されたシーンラベルであると判定された場
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合、ステップＳ１４に進み、インデックス表示制御部２６は、管理部３２の制御に基づい
てシーンメタデータ記録部２３から、Ｋ番目のシーンメタデータに含まれているサムネイ
ル画像を取得する。そしてインデックス表示制御部２６は取得したサムネイル画像を表示
部２８に供給して、サムネイル画像を表示させる。
【００９８】
　例えば、表示部２８の表示画面に図４に示したタイルインデックス１２１が表示されて
おり、そのタイルインデックス１２１にサムネイル画像１３１－１だけが表示されている
場合、インデックス表示制御部２６は、サムネイル画像１３１－２の位置に取得したサム
ネイル画像を表示させる。また、このとき、インデックス表示制御部２６は、新たに表示
させたサムネイル画像に、Ｋ番目のシーンメタデータのシーンラベルを示すアイコンを表
示させる。
【００９９】
　ステップＳ１５において、管理部３２は、Ｋ番目のシーンメタデータが最後のシーンメ
タデータであるか否かを判定する。すなわち、管理部３２は、シーンメタデータ記録部２
３に記録されている全てのシーンメタデータに対して処理を行ったか否かを判定する。
【０１００】
　ステップＳ１５において、最後のシーンメタデータでないと判定された場合、管理部３
２は、記憶している変数Ｋをインクリメントして処理はステップＳ１２に戻り、上述した
処理が繰り返される。
【０１０１】
　一方、ステップＳ１５において、最後のシーンメタデータであると判定された場合、全
てのシーンメタデータに対して処理を行ったので、インデックス表示処理は終了する。
【０１０２】
　このようにして、再生装置１１は、ユーザにより選択されたシーンラベルのシーンのサ
ムネイル画像の一覧として、タイルインデックス１２１またはリストインデックス１８１
を表示する。
【０１０３】
　このように、選択されたシーンラベルのシーンのサムネイル画像の一覧として、タイル
インデックス１２１またはリストインデックス１８１を表示することで、ユーザが所望す
るシーンのサムネイル画像だけを一覧表示させることができる。また、表示されたサムネ
イル画像にシーンラベルを示すアイコンを表示させるようにしたので、ユーザは、そのア
イコンを見るだけで表示されているサムネイル画像が、どのようなシーンのサムネイル画
像であるかを容易に理解できる。
【０１０４】
　ユーザが入力部２４を操作して、タイルインデックス１２１またはリストインデックス
１８１に表示されているサムネイル画像を指定すると、再生装置１１はユーザにより指定
されたサムネイル画像により示されるシーンを再生する。このとき、ユーザは、ボタン１
５５を操作することにより、指定したシーンだけを再生させるか、または指定したシーン
およびそのシーンに続くシーンを連続して再生させることができる。
【０１０５】
　例えば、図８Ａの左側の図に示すように、１つの動画像に含まれるシーン２２１乃至シ
ーン２２３のサムネイル画像のそれぞれがタイルインデックス１２１に連続して並べられ
て表示されているとする。ここで、シーン２２１乃至シーン２２３のそれぞれのうち、開
始時間が最も早いシーンがシーン２２１であり、開始時間が最も遅いシーンがシーン２２
３であるとする。
【０１０６】
　この場合、シーン２２１乃至シーン２２３のサムネイル画像のそれぞれは、例えば、図
４のサムネイル画像１３１－１乃至サムネイル画像１３１－３のそれぞれの位置に表示さ
れる。そして、ユーザがシーン２２２を指定し、指定したシーンだけが再生される場合、
図８Ａの右側の図に示すように、シーン２２２だけが再生される。
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【０１０７】
　また、図８Ｂの右側の図に示すように、１つの動画像に含まれるシーン２２１乃至シー
ン２２３のうち、シーン２２２がユーザにより指定され、指定したシーンおよびそのシー
ンに続くシーンが連続して再生される場合、シーン２２２が再生され、その後シーン２２
２の次のシーンであるシーン２２３が再生される。このとき、シーン２２２およびシーン
２２３が含まれている動画像のシーン２２２の終了時刻からシーン２２３の開始時刻まで
の区間は再生されない。
【０１０８】
　すなわち、ユーザにより指定されたシーンおよびそのシーンに続くシーンが連続して再
生される場合、タイルインデックス１２１またはリストインデックス１８１に並べられて
表示されているサムネイル画像により示されるシーンだけが連続して再生される。例えば
、図４に示したタイルインデックス１２１において、ユーザがサムネイル画像１３３－９
を選択すると、サムネイル画像１３３－９により示されるシーン乃至サムネイル画像１３
４－３により示されるシーンの順番で各シーンが連続して再生される。
【０１０９】
　なお、以下の説明においては、ユーザにより所定のシーンが指定されて、そのシーンの
再生が指示されると、指定されたシーンおよびそのシーンに続くシーンが連続して再生さ
れるものとして説明を続ける。
【０１１０】
　ユーザによりサムネイル画像、すなわちシーンが指定されてそのシーンが再生される場
合、表示部２８には、例えば図９に示す再生画面が表示される。
【０１１１】
　再生画面２５１には、再生されるシーンが表示される領域２５２、再生されるシーンの
サムネイル画像が時系列に並べられて表示される領域であるフィルムロール２５３、およ
びシーンラベルを選択するためのチェックボックス、シーンの再生を制御するときに操作
される各種のボタンなどが表示されるコントロール領域２５４の３つの領域が設けられて
いる。
【０１１２】
　領域２５２には、現在再生されているシーンの画像が表示される。また、図中、領域２
５２の左上には再生されているシーンのシーンラベルを示すアイコンが表示されており、
領域２５２の右下にはタイムコードが表示されている。図９の例では、領域２５２の左上
には、シーンチェンジアイコン２６１および男性アイコン２６２が表示されている。
【０１１３】
　フィルムロール２５３には、ユーザにより指定された条件を満たすシーンのサムネイル
画像が並べられている。図９では、ユーザにより指定された条件として、シーンチェンジ
により分けられるシーン、男性会話シーン、女性会話シーン、および笑い声シーンである
シーンラベルが選択されているので、フィルムロール２５３には、それらのシーンラベル
のシーンのサムネイル画像２６３－１乃至サムネイル画像２６３－７が表示されている。
【０１１４】
　また、サムネイル画像２６３－１乃至サムネイル画像２６３－７のそれぞれの左上の部
分には、それらのサムネイル画像により示されるシーンのシーンラベルを示すアイコンが
表示されており、例えば、サムネイル画像２６３－１の左上の部分には、男性アイコンが
表示されている。さらに、サムネイル画像２６３－４は、その周囲が枠で囲まれて強調さ
れており、そのサムネイル画像２６３－４により示されるシーンが現在再生中であること
が表されている。
【０１１５】
　さらに、また、フィルムロール２５３の図中左側および右側には、それぞれサムネイル
画像が表示される領域を左右方向にスクロールさせるときに操作されるボタン２６４－１
およびボタン２６４－２が設けられている。
【０１１６】
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　ここで、フィルムロール２５３に表示されるサムネイル画像は、図１０に示すように時
系列に並べられる。なお、図１０において、横方向は時間を示しており、図９における場
合と対応する部分には同一の符号を付してある。
【０１１７】
　図１０では、動画像ファイルにより再生される動画像３０１のうち、ユーザにより選択
されたシーンラベルのシーンとして、シーン３０２乃至シーン３０４が含まれている。な
お、動画像３０１およびシーン３０２乃至シーン３０４のそれぞれの左端は、それらの動
画像またはシーンの開始時刻を示しており、右端は終了時刻を示している。また、シーン
３０２乃至シーン３０４のそれぞれの左下の長方形は、それぞれのシーンのサムネイル画
像を示している。
【０１１８】
　動画像３０１に含まれるシーン３０２乃至シーン３０４のうち、最も開始時刻が早いシ
ーンは、シーン３０２であるので、まずシーン３０２のサムネイル画像２６３－３がフィ
ルムロール２５３に表示され、そのサムネイル画像２６３－３にはシーン３０２のシーン
ラベルを示すアイコンが表示される。
【０１１９】
　続いて、動画像３０１に含まれるシーン３０２乃至シーン３０４のうち、フィルムロー
ル２５３に表示されたシーン３０２の次に開始時刻が早いシーンは、シーン３０３である
ので、シーン３０３のサムネイル画像２６３－４が、最後にフィルムロール２５３に表示
されたサムネイル画像２６３－３の右側に並べられて表示され、シーンラベルを示すアイ
コンも表示される。
【０１２０】
　同様にして、シーン３０４のサムネイル画像２６３－５が最後に表示されたサムネイル
画像２６３－４の右側に並べられて表示され、順次、開始時刻の早い順にそのシーンのサ
ムネイル画像が時系列に並べられて表示される。
【０１２１】
　図９の再生画面２５１の説明に戻り、コントロール領域２５４には、再生するシーンの
条件としてのシーンラベルを変更するときに操作されるボタン２６５乃至ボタン２６７が
設けられている。
【０１２２】
　ボタン２６５乃至ボタン２６７のそれぞれは、シーンラベルが選択し直されるときに操
作される。ボタン２６５乃至ボタン２６７のそれぞれは、ユーザにより操作されて選択さ
れると、それらのボタンが表示される色または輝度が変化し、ボタン２６５乃至ボタン２
６７のそれぞれが選択されているか否かが分かるようになされている。
【０１２３】
　ボタン２６５は、シーンラベルとしてのシーンチェンジにより分けられるシーンを選択
するときに操作される。ボタン２６５には、シーンチェンジアイコンが表示されており、
さらにそのシーンチェンジアイコンの右側には、文字“SCENE CHANGE”が表示されている
。ボタン２６５が選択されている場合、シーンラベルとしてシーンチェンジにより分けら
れるシーンが選択され、ボタン２６５が選択されていない場合、シーンチェンジにより分
けられるシーンは、シーンラベルとして選択されない。
【０１２４】
　また、ボタン２６５の右側には、シーンラベルとしての男性会話シーン、女性会話シー
ン、または笑い声シーンを選択するためのボタン２６６が設けられている。ボタン２６６
には、会話に関するシーンを示す画像が表示されており、さらにその右側には文字“TALK
 FILTER”が表示されている。ボタン２６６が選択されている場合、ユーザがボタン２６
６の下に設けられたチェックボックス２６８乃至チェックボックス２７０のそれぞれを操
作することができ、ボタン２６６が選択されていない場合、ユーザがチェックボックス２
６８乃至チェックボックス２７０のそれぞれを操作することができないようになされてい
る。
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【０１２５】
　ボタン２６６の右側には、シーンラベルとしてのポートレートシーン、少人数シーン、
または多人数シーンを選択するためのボタン２６７が設けられている。ボタン２６７には
、人に関するシーンを示す画像が表示されており、さらにその右側には文字“PERSON FIL
TER”が表示されている。ボタン２６７が選択されている場合、ユーザがボタン２６７の
下に設けられたチェックボックス２７１乃至チェックボックス２７３のそれぞれを操作す
ることができ、ボタン２６７が選択されていない場合、ユーザがチェックボックス２７１
乃至チェックボックス２７３のそれぞれを操作することができないようになされている。
【０１２６】
　図中、ボタン２６６の下側には、シーンラベルとしての男性会話シーンを選択するため
のチェックボックス２６８、女性会話シーンを選択するためのチェックボックス２６９、
および笑い声シーンを選択するためのチェックボックス２７０が設けられている。チェッ
クボックス２６８乃至チェックボックス２７０のそれぞれの右側には、シーンラベルを示
す画像である男性アイコン、女性アイコン、および笑いアイコンのそれぞれが表示されて
いる。そして、男性アイコン、女性アイコン、および笑いアイコンのそれぞれの右側には
、文字“男性”、“女性”、および“笑い”のそれぞれが表示されている。
【０１２７】
　また、図中、ボタン２６７の下側には、シーンラベルとしてのポートレートシーンを選
択するためのチェックボックス２７１、少人数シーンを選択するためのチェックボックス
２７２、および多人数シーンを選択するためのチェックボックス２７３が設けられている
。チェックボックス２７１乃至チェックボックス２７３のそれぞれの右側には、シーンラ
ベルを示す画像であるバストアップアイコン、少人数アイコン、および複数人アイコンの
それぞれが表示されている。そして、バストアップアイコン、少人数アイコン、および複
数人アイコンのそれぞれの右側には、文字“バストアップ”、“少人数”、および“複数
人”のそれぞれが表示されている。
【０１２８】
　チェックボックス２６８乃至チェックボックス２７３のそれぞれは、図４に示したチェ
ックボックス１４８乃至チェックボックス１５３のそれぞれと同様に、そのチェックボッ
クスが選択されている場合、それぞれのチェックボックスにはチェック記号が表示され、
対応するシーンがシーンラベルとして選択される。したがって、例えば、チェックボック
ス２６８が選択された場合、シーンラベルとして男性会話シーンが選択される。
【０１２９】
　さらに、チェックボックス２６８乃至チェックボックス２７３のそれぞれの下には、再
生されるシーンを選択するときに操作されるシークバー２７４が設けられている。
【０１３０】
　シークバー２７４の下には、選択されているシーンを再生または一時停止させるときに
操作されるボタン２７５、シーンの再生を停止させるときに操作されるボタン２７６、並
びに再生しているシーンをスキップさせるときに操作されるボタン２７７およびボタン２
７８が設けられている。
【０１３１】
　また、シークバー２７４の下には、フィルムロール２５３を表示させたり、その表示を
消去させたりするときに操作されるボタン２７９、ボタン２６５乃至ボタン２６７および
チェックボックス２６８乃至チェックボックス２７３を表示させたり、その表示を消去さ
せたりするときに操作されるボタン２８０、並びにフィルムロール２５３およびコントロ
ール領域２５４を表示させたり、その表示を消去させたりするときに操作されるボタン２
８１が設けられている。
【０１３２】
　例えば、シーンの再生中にユーザがボタン２７７またはボタン２７８を操作すると、図
１１に示すように、再生しているシーンまたは次のシーンの先頭の位置に、再生位置がス
キップされる。なお、図１１において、横方向は時間を示しており、図１０における場合



(18) JP 4735388 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

と対応する部分には同一の符号を付してある。
【０１３３】
　動画像３０１に含まれるシーン３０２乃至シーン３０４が選択され、連続して再生され
る場合、現在再生している位置が矢印Ｋ１１に示される位置、すなわちシーン３０２の所
定の位置であるとき、ユーザによりボタン２７７が操作されると、矢印Ｋ２１に示される
ように再生位置はシーン３０２の先頭の位置とされ、シーン３０２の先頭、すなわち開始
時刻から再生が開始される。また、現在再生している位置が矢印Ｋ１１に示される位置で
あるとき、ユーザによりボタン２７８が操作されると、矢印Ｋ２２に示されるように再生
位置はシーン３０３の先頭の位置とされ、シーン３０３の先頭、すなわち開始時刻から再
生が開始される。
【０１３４】
　同様に、現在再生している位置が矢印Ｋ１２に示される位置、すなわちシーン３０３の
所定の位置であるとき、ユーザによりボタン２７７が操作されると、矢印Ｋ２３に示され
るように再生位置はシーン３０３の先頭の位置とされ、シーン３０３の先頭から再生が開
始される。また、現在再生している位置が矢印Ｋ１２に示される位置であるとき、ユーザ
によりボタン２７８が操作されると、矢印Ｋ２４に示されるように再生位置はシーン３０
４の先頭の位置とされ、シーン３０４の先頭から再生が開始される。
【０１３５】
　さらに、現在再生している位置が矢印Ｋ１３に示される位置、すなわちシーン３０３の
所定の位置であって、シーン３０４の終了位置よりも後の位置でるとき、ユーザによりボ
タン２７７が操作されると、矢印Ｋ２５に示されるように再生位置はシーン３０４の先頭
の位置とされ、シーン３０４の先頭から再生が開始される。また、現在再生している位置
が矢印Ｋ１３に示される位置であるとき、ユーザによりボタン２７８が操作されると、シ
ーン３０４よりも開始時刻が遅いシーンがないので、すなわちシーン３０４が最後のシー
ンであるので再生位置はスキップされず、そのままシーン３０３が継続して再生される。
【０１３６】
　また、ユーザにより選択されたシーンが再生されているときに、再生画面２５１のボタ
ン２６５乃至ボタン２６７またはチェックボックス２６８乃至チェックボックス２７３を
操作することにより、再生するシーンのシーンラベルを選択し直すことができる。
【０１３７】
　例えば、図１２Ａに示すように、シーンラベルとして、シーンチェンジにより分けられ
るシーン、男性会話シーン、女性会話シーン、笑い声シーン、ポートレートシーン、少人
数シーン、および多人数シーンが検索された結果、１つの動画像３３１から、シーンチェ
ンジにより分けられるシーン３３２乃至シーン３３４、男性会話シーンであるシーン３３
５、笑い声シーンであるシーン３３６、女性会話シーンであるシーン３３７、多人数シー
ンであるシーン３３８、および少人数シーンであるシーン３３９が検索され、シーン３３
２が再生されているとする。
【０１３８】
　なお、図１２Ａにおいて横方向は時間を表し、矢印Ｋ４１により示される動画像３３１
の位置、すなわちシーン３３２の所定の位置は現在再生されている位置を示している。ま
た、動画像３３１およびシーン３３２乃至シーン３３９のそれぞれの左端は、開始時刻を
示しており、右端は終了時刻を示している。
【０１３９】
　選択されたシーンラベルのシーンが検索されると、検索されたシーン３３２乃至シーン
３３９のそれぞれは、その開始時刻が早いシーンから順番に連続して再生される。そして
、シーン３３２が再生されている状態で、図１２Ｂに示すようにユーザが再生画面２５１
に設けられたボタン２６５乃至ボタン２６７またはチェックボックス２６８乃至チェック
ボックス２７３を操作することにより、新たにシーンラベルを選択し直すと、新たに選択
されたシーンラベルのシーンが動画像３３１から選択し直される。
【０１４０】
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　図１２Ｂでは、チェックボックス２６８乃至チェックボックス２７０およびチェックボ
ックス２７２が選択されており、それぞれのチェックボックスにはチェック記号が表示さ
れている。
【０１４１】
　すると、再生装置１１は、新たに選択されたチェックボックス２６８乃至チェックボッ
クス２７０およびチェックボックス２７２のそれぞれに対応する、シーンラベルが男性会
話シーン、女性会話シーン、笑い声シーン、および少人数シーンであるシーンを再生して
いる動画像３３１から検索する。
【０１４２】
　これにより、図１２Ｃに示されるように、シーン３３５乃至シーン３３７およびシーン
３３９が検索される。そして、再生装置１１は、シーン３３２の再生を停止し、動画像の
矢印Ｋ４２に示される位置、すなわち検索されたシーンのうち、これまで再生していたシ
ーン３３２の開始時刻に最も近い開始時刻のシーンの先頭位置から順番に再生を開始する
。この場合、検索されたシーンのうち、シーン３３２の開始時刻に最も近い開始時刻のシ
ーン３３５から、シーン３３５乃至シーン３３７およびシーン３３９の順番で各シーンが
連続して再生される。
【０１４３】
　また、ユーザにより選択されたシーンラベルのシーンが連続して再生される場合、図１
３に示すように、必要に応じて各シーンの終了時刻が変更される。なお、図１３において
横方向は時間軸を示している。また、図中、１つの矢印は１つのシーンを表している。さ
らに、各矢印の左端はシーンの先頭の位置、すなわち開始時刻を示しており、右端は終了
位置、すなわち終了時刻を示している。
【０１４４】
　ユーザにより選択されたシーンラベルのシーンとして、シーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ
＋８のそれぞれが検索されると、これらのシーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ＋８が開始時刻
の早い順に、すなわちシーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ＋８の順に連続して再生される。そ
のような場合、再生される各シーンには、他のシーンの所定の区間と同じ区間が含まれて
いることがある。
【０１４５】
　例えば、シーンＳｎ＋２の開始時刻は、直前に再生されるシーンＳｎ＋１の終了時刻よ
りも早い時刻であるため、シーンＳｎ＋１が再生された後、シーンＳｎ＋２が再生される
と、シーンＳｎ＋２の開始時刻から、シーンＳｎ＋２におけるＳｎ＋１の終了時刻に対応
する時刻までの区間が重複されて再生されることになる。
【０１４６】
　そこで、再生装置１１は、再生する各シーンの終了時刻を必要に応じて変更する。なお
、図１３では、シーンＳ’ｎ＋１乃至シーンＳ’ｎ＋８のそれぞれは、必要に応じて終了
時刻が変更されたシーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ＋８のそれぞれを表している。
【０１４７】
　まず、最初に再生されるシーンＳｎ＋１の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋２
の開始時刻よりも遅い時刻であるので、シーンＳｎ＋１の終了時刻はシーンＳｎ＋２の開
始時刻に変更され、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋１であるシーンＳ’ｎ＋１とされる。
【０１４８】
　次に、シーンＳｎ＋２の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋３の開始時刻よりも
早い時刻であるので、シーンＳｎ＋２の終了時刻はそのままとされ、終了時刻変更後のシ
ーンＳｎ＋２であるシーンＳ’ｎ＋２とされる。
【０１４９】
　また、シーンＳｎ＋３の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋４の開始時刻よりも
遅い時刻であるので、シーンＳｎ＋３の終了時刻はシーンＳｎ＋４の開始時刻に変更され
て、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋３であるシーンＳ’ｎ＋３とされる。
【０１５０】



(20) JP 4735388 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

　さらに、シーンＳｎ＋４の終了時刻は、直前に再生されるシーンＳｎ＋３の終了時刻よ
りも早い時刻であるので、シーンＳｎ＋４の終了時刻はシーンＳｎ＋３の終了時刻に変更
されて、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋４であるシーンＳ’ｎ＋４とされる。
【０１５１】
　同様に、シーンＳｎ＋５の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋６の開始時刻より
も遅い時刻であるので、シーンＳｎ＋５の終了時刻はシーンＳｎ＋６の開始時刻に変更さ
れて、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋５であるシーンＳ’ｎ＋５とされる。
【０１５２】
　次に、シーンＳｎ＋６の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋７の開始時刻よりも
遅い時刻であるので、シーンＳｎ＋６の終了時刻はシーンＳｎ＋７の開始時刻に変更され
て、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋６であるシーンＳ’ｎ＋６とされる。
【０１５３】
　また、シーンＳｎ＋７の終了時刻は、次に再生されるシーンＳｎ＋８の開始時刻よりも
早い時刻であるが、２つ前に再生されるシーンＳｎ＋５の終了時刻は、シーンＳｎ＋８の
開始時刻よりも遅い時刻であるので、シーンＳｎ＋７の終了時刻はシーンＳｎ＋８の開始
時刻に変更されて、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋７であるシーンＳ’ｎ＋７とされる。
【０１５４】
　さらに、シーンＳｎ＋８の終了時刻は、３つ前に再生されるシーンＳｎ＋５の終了時刻
よりも早い時刻であるので、シーンＳｎ＋８の終了時刻はシーンＳｎ＋５の終了時刻に変
更されて、終了時刻変更後のシーンＳｎ＋８であるシーンＳ’ｎ＋８とされる。
【０１５５】
　このようにして、再生装置１１は、再生するシーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ＋８の終了
時刻を必要に応じて変更し、終了時刻が変更されたシーンＳｎ＋１乃至シーンＳｎ＋８で
あるシーンＳ’ｎ＋１乃至シーンＳ’ｎ＋８を順番に再生する。
【０１５６】
　この場合、動画像のシーンＳ’ｎ＋２の終了時刻とシーンＳ’ｎ＋３の開始時刻との間
の区間、およびシーンＳ’ｎ＋４の終了時刻とシーンＳ’ｎ＋５の開始時刻との間の区間
は再生されない。したがって、シーンＳ’ｎ＋２の終了時刻まで再生されると、再生位置
がシーンＳ’ｎ＋３の開始時刻に移動され、シーンＳ’ｎ＋４の終了時刻まで再生される
と、再生位置がシーンＳ’ｎ＋５の開始時刻に移動されて各シーンが再生される。
【０１５７】
　このように、各シーンの終了時刻を必要に応じて変更することによって、動画像の所定
の区間を重複して再生することなく、ユーザが視聴したいと思う区間だけを効率よく再生
することができる。
【０１５８】
　次に、図１４のフローチャートを参照して、再生装置１１がユーザにより選択されたシ
ーンラベルのシーンを連続して再生する処理である、連続再生処理について説明する。
【０１５９】
　この連続再生処理は、ユーザがタイルインデックス１２１またはリストインデックス１
８１において所望するシーンラベルを選択し、シーンの連続再生を指示すると開始される
。
【０１６０】
　ステップＳ４１において、再生装置１１は再生リスト生成処理を行う。なお、再生リス
ト生成処理の詳細は後述するが、この再生リスト生成処理において、再生装置１１は、ユ
ーザにより選択されたシーンラベルのシーンを検索し、検索されたシーンをこれから再生
するシーンのリストに登録することにより再生リストを生成する。
【０１６１】
　ステップＳ４２において、管理部３２は、生成した再生リストに再生すべきシーンがあ
るか否かを判定する。すなわち、管理部３２は、再生リストに選択されたシーンラベルの
シーンが登録されているか否かを判定する。
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【０１６２】
　ステップＳ４２において、再生すべきシーンがないと判定された場合、シーンの再生を
行わないので、ステップＳ４３の処理はスキップされて連続再生処理は終了する。
【０１６３】
　これに対して、ステップＳ４２において、再生すべきシーンがあると判定された場合、
ステップＳ４３に進み、再生部２７は再生リストに登録されているシーンを順番に再生し
、連続再生処理は終了する。
【０１６４】
　例えば、再生リストには、選択されたシーンを特定するシーンＩＤ、そのシーンが含ま
れている動画像の動画像ファイルを特定するビデオファイルＩＤ、並びに選択されたシー
ンの開始時刻および終了時刻が、選択されたシーンの開始時刻の早い順、すなわち再生す
る順に並べられている。
【０１６５】
　管理部３２は、再生リストを生成すると、生成した再生リストを再生部２７に供給する
。再生部２７は、再生リストの先頭のシーンから順番に、動画像ファイル記録部２１から
、そのシーンのビデオファイルＩＤにより特定される動画像ファイルを取得する。そして
、再生部２７は、取得した動画像ファイルの再生リストにより示される開始時刻から終了
時刻までの区間の動画像データを、例えば、MPEG4（Moving Picture Experts Group phas
e 4）、MPEG２などの所定の形式により復号し、これにより得られた動画像データを表示
部２８に供給して表示させる。なお、ユーザにより再生するシーンが選択された場合には
、ユーザにより選択されたシーンから順番に、再生リストに登録されているシーンを再生
する。
【０１６６】
　表示部２８は、再生部２７から供給された動画像データに基づいて、図９に示した再生
画面２５１の領域２５２に動画像を表示する。なお、より詳細には、再生部２７は表示部
２８に、領域２５２の左上の部分に再生しているシーンのシーンラベルを示すアイコンを
表示させる。また、動画像ファイルからは、再生するシーンの開始時刻から終了時刻まで
の区間の音声データも取得されて音声が再生される。
【０１６７】
　さらに、このとき、管理部３２は、再生リストに登録されているシーンのシーンＩＤを
インデックス表示制御部２６に供給する。インデックス表示制御部２６は、管理部３２か
ら供給されたシーンＩＤにより特定される、シーンメタデータ記録部２３に記録されてい
るシーンメタデータからサムネイル画像を取得する。そして、インデックス表示制御部２
６は、取得したサムネイル画像を表示部２８に供給し、フィルムロール２５３にサムネイ
ル画像を表示させる。
【０１６８】
　このようにして、再生装置１１は再生リストを生成し、生成した再生リストにしたがっ
て、選択されたシーンラベルのシーンを再生する。
【０１６９】
　次に、図１５のフローチャートを参照して、図１４のステップＳ４１の処理に対応する
処理である再生リスト生成処理について説明する。
【０１７０】
　ステップＳ６１において、抽出部３１は、ユーザにより選択されたシーンラベルのシー
ンメタデータを抽出してシーンの開始時刻順に並べ、シーンメタデータが開始時刻順に並
べられた情報を管理部３２に供給する。
【０１７１】
　例えば、図４に示したタイルインデックス１２１のチェックボックス１４８、すなわち
男性会話シーンだけが選択されてシーンの再生が指示された場合、抽出部３１は、シーン
メタデータ記録部２３に記録されているシーンメタデータから、シーンラベルが男性会話
シーンであるシーンメタデータを抽出する。そして、抽出したシーンメタデータを、その
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シーンメタデータに含まれているシーンの開始時刻の早い順に並べて、その情報を管理部
３２に供給する。
【０１７２】
　また、管理部３２は、再生リストに登録する処理の対象となるシーンのシーンメタデー
タを選択するための変数Ｋを、Ｋ＝１として記憶する。さらに、管理部３２の時刻管理部
４１は、これまで再生リストに登録したシーンの変更前の終了時刻のうち最も遅い時刻を
示す変数Ｔｍａｘを、Ｔｍａｘ＝０として記憶する。
【０１７３】
　ステップＳ６２において、管理部３２は、抽出部３１から供給された情報により示され
るＫ番目のシーンメタデータがあるか否かを判定する。
【０１７４】
　ここで、抽出部３１から供給された情報により示されるシーンメタデータのそれぞれは
、並べられている順番に１番目のシーンメタデータ、２番目のシーンメタデータ、・・・
、Ｎ番目（但しＮは自然数）のシーンメタデータとされる。したがって、最初のシーンメ
タデータ、すなわち抽出されたシーンメタデータのうちの最も開始時刻が早いシーンのシ
ーンメタデータが１番目のシーンメタデータとされ、１番目の次に並べられたシーンメタ
データ、すなわち２番目に開始時刻が早いシーンのシーンメタデータが２番目のシーンメ
タデータとされる。
【０１７５】
　ステップＳ６２において、Ｋ番目のシーンメタデータがあると判定された場合、ステッ
プＳ６３に進み、管理部３２はＫ番目のシーンメタデータをシーンメタデータ記録部２３
から読み込んで、読み込んだシーンメタデータにより示されるシーンをシーンＳｋとする
。ここで、シーンＳｋにおけるｋは、変数Ｋと同じ値とされる。したがって、例えば１番
目のシーンメタデータにより示されるシーンは、シーンＳ１とされる。
【０１７６】
　ステップＳ６４において、時刻管理部４１は、変数ＴｍａｘがシーンＳｋの終了時刻よ
りも遅い時刻であるか否かを判定する。ステップＳ６４において、変数Ｔｍａｘがシーン
Ｓｋの終了時刻よりも遅い時刻でないと判定された場合、ステップＳ６５に進み、時刻管
理部４１は、記憶している変数Ｔｍａｘの値をシーンＳｋの終了時刻とする。
【０１７７】
　一方、ステップＳ６４において、変数ＴｍａｘがシーンＳｋの終了時刻よりも遅い時刻
であると判定された場合、処理はステップＳ６６に進む。
【０１７８】
　ステップＳ６４において変数ＴｍａｘがシーンＳｋの終了時刻よりも遅い時刻であると
判定されるか、ステップＳ６５において変数Ｔｍａｘが変更されると、ステップＳ６６に
おいて、管理部３２は、Ｋ＋１番目のシーンメタデータがあるか否かを判定する。
【０１７９】
　ステップＳ６６において、Ｋ＋１番目のシーンメタデータがないと判定された場合、処
理はステップＳ６９に進む。
【０１８０】
　一方、ステップＳ６６において、Ｋ＋１番目のシーンメタデータがあると判定された場
合、ステップＳ６７に進み、時刻管理部４１は、変数ＴｍａｘがシーンＳｋ＋１の開始時
刻よりも遅い時刻であるか否かを判定する。
【０１８１】
　ステップＳ６７において、変数ＴｍａｘがシーンＳｋ＋１の開始時刻よりも遅い時刻で
あると判定された場合、ステップＳ６８に進み、時刻管理部４１は、シーンＳｋの終了時
刻をシーンＳｋ＋１の開始時刻とする。例えば、シーンＳｋが図１３に示したシーンＳｎ
＋１である場合、変数ＴｍａｘはシーンＳｎ＋１の終了時刻とされ、変数Ｔｍａｘはシー
ンＳｋ＋１、すなわちシーンＳｎ＋２の開始時刻よりも遅い時刻であるので、再生時にお
けるシーンＳｎ＋１の終了時刻はシーンＳｎ＋２の開始時刻に変更され、シーンＳ’ｎ＋
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１とされる。
【０１８２】
　また、例えば、シーンＳｋが図１３に示したシーンＳｎ＋７である場合、変数Ｔｍａｘ
はシーンＳｎ＋５の終了時刻とされ、変数ＴｍａｘはシーンＳｋ＋１、すなわちシーンＳ
ｎ＋８の開始時刻よりも遅い時刻であるので、再生時におけるシーンＳｎ＋７の終了時刻
はシーンＳｎ＋８の開始時刻に変更され、シーンＳ’ｎ＋７とされる。
【０１８３】
　一方、ステップＳ６７において、変数ＴｍａｘがシーンＳｋ＋１の開始時刻よりも遅い
時刻でないと判定された場合、ステップＳ６９に進む。
【０１８４】
　ステップＳ６６においてＫ＋１番目のシーンメタデータがないと判定されるか、ステッ
プＳ６７において変数ＴｍａｘがシーンＳｋ＋１の開始時刻よりも遅い時刻でないと判定
されると、ステップＳ６９において、時刻管理部４１は、シーンＳｋの終了時刻を変数Ｔ
ｍａｘとする。例えば、シーンＳｋが図１３に示したシーンＳｎ＋４である場合、変数Ｔ
ｍａｘはシーンＳｎ＋３の終了時刻とされ、変数ＴｍａｘはシーンＳｋ＋１、すなわちシ
ーンＳｎ＋５の開始時刻よりも早い時刻であるので、再生時におけるシーンＳｎ＋４の終
了時刻は変数Ｔｍａｘの値であるシーンＳｎ＋３の終了時刻に変更され、シーンＳ’ｎ＋
４とされる。
【０１８５】
　また、例えば、シーンＳｋが、図１３に示したシーンＳｎ＋２である場合、変数Ｔｍａ
ｘは、シーンＳｎ＋２の終了時刻とされ、変数ＴｍａｘはシーンＳｋ＋１、すなわちシー
ンＳｎ＋３の開始時刻よりも早い時刻であるので、再生時におけるシーンＳｎ＋２の終了
時刻は変数Ｔｍａｘの値であるシーンＳｎ＋２の終了時刻とされ、シーンＳ’ｎ＋２とさ
れる。
【０１８６】
　ステップＳ６８またはステップＳ６９において、シーンＳｋの終了時刻が変更されると
、ステップＳ７０に進み、管理部３２は終了時刻が変更されたシーンＳｋを再生リストに
登録する。より具体的には、管理部３２は再生リストの最後、すなわち再生リストに最後
に追加されたシーンＳｋ－１のシーンＩＤ、シーンＳｋ－１が含まれている動画像ファイ
ルのビデオファイルＩＤ、並びにシーンＳｋ－１の開始時刻および終了時刻の後ろの位置
に、シーンＳｋのシーンＩＤ、シーンＳｋが含まれている動画像ファイルのビデオファイ
ルＩＤ、シーンＳｋの開始時刻、および変更されたシーンＳｋの終了時刻を追加して、シ
ーンＳｋを再生リストに登録する。
【０１８７】
　ステップＳ７１において、管理部３２は記憶している変数Ｋをインクリメントして処理
はステップＳ６２に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０１８８】
　また、ステップＳ６２において、Ｋ番目のシーンメタデータがないと判定された場合、
すなわち抽出された全てのシーンが再生リストに登録された場合、処理は図１４のステッ
プＳ４２に進む。
【０１８９】
　このようにして、再生装置１１はユーザにより選択されたシーンラベルのシーンメタデ
ータを抽出する。そして、再生装置１１は抽出したシーンメタデータのシーンの終了時刻
を必要に応じて変更し、再生リストを生成する。
【０１９０】
　このように、再生するシーンの終了時刻を必要に応じて変更することで、再生装置１１
は、ユーザが視聴したいシーン、すなわちユーザにより選択されたシーンラベルのシーン
をより効率よく再生することができる。
【０１９１】
　また、選択されたシーンラベルのシーンの再生中に、ユーザが図９に示した再生画面２
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５１のボタン２６５乃至ボタン２６７、およびチェックボックス２６８乃至チェックボッ
クス２７３を操作してシーンラベルを変更すると、再生装置１１は、新たに選択されたシ
ーンラベルに基づいて再生リストを生成し直し、新たな再生リストに基づくシーンの再生
を行う処理である、シーンラベル変更処理を行う。
【０１９２】
　以下、図１６のフローチャートを参照して、再生装置１１によるシーンラベル変更処理
について説明する。
【０１９３】
　ステップＳ１０１において、再生装置１１は、再生リスト生成処理を行う。なお、再生
リスト生成処理において、ユーザにより選択されたシーンラベルに基づいて新たな再生リ
ストが生成されて再生部２７に供給される処理が行われるが、この再生リスト生成処理は
、図１５のフローチャートを参照して説明した再生リスト生成処理と同様であるので、そ
の説明は省略する。
【０１９４】
　ステップＳ１０２において、管理部３２は、現在再生しているシーンが、新たに生成さ
れた再生リストに登録されているか否かを判定する。
【０１９５】
　ステップＳ１０２において、再生しているシーンが再生リストに登録されていると判定
された場合、ステップＳ１０３に進み、再生部２７は、新たに生成された再生リストにし
たがって、現在再生しているシーンおよびそれ以降のシーンを順番に再生し、シーンラベ
ル変更処理は終了する。例えば、現在再生しているシーンが、新たに生成された再生リス
トの３番目に登録されている場合、再生部２７は、現在再生しているシーンの再生が終了
した後、４番目以降のシーンを順次再生する。
【０１９６】
　また、ステップＳ１０２において、再生しているシーンが再生リストに登録されていな
いと判定された場合、ステップＳ１０４に進み、管理部３２は、再生しているシーンと同
じ動画像ファイルのシーンが再生リストにあるか否かを判定する。例えば、管理部３２は
、再生リストに登録されているシーンのうち、再生しているシーンとビデオファイルＩＤ
が同じシーンがある場合、同じ動画像ファイルのシーンが再生リストにあると判定する。
【０１９７】
　ステップＳ１０４において、同じ動画像ファイルのシーンが再生リストにあると判定さ
れた場合、ステップＳ１０５に進み、再生部２７は、新たに生成された再生リストにした
がって、再生しているシーンと同じ動画像ファイルのシーンのうち、再生しているシーン
の開始時刻と最も開始時刻の近いシーンから順番に再生し、シーンラベル変更処理は終了
する。
【０１９８】
　例えば、再生しているシーンと同じ動画像ファイルのシーンのうち、再生しているシー
ンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシーンがある場合、再生部２７は、再生しているシー
ンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシーンのうち、開始時刻が、再生しているシーンの開
始時刻に最も近いシーンから再生を開始する。そして、新たに再生が開始されたシーンの
再生が終了すると、再生リストにおけるその再生が終了したシーン以降のシーンが順番に
再生される。
【０１９９】
　また、例えば、再生しているシーンと同じ動画像ファイルのシーンのうち、再生してい
るシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシーンがない場合、再生部２７は、開始時刻が
、再生しているシーンの開始時刻に最も近いシーンから再生を開始する。そして、新たに
再生が開始されたシーンの再生が終了すると、再生リストにおけるその再生が終了したシ
ーン以降のシーンが順番に再生される。
【０２００】
　さらに、ステップＳ１０４において、同じ動画像ファイルのシーンが再生リストにない
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と判定された場合、ステップＳ１０６に進み、管理部３２は、再生しているシーンの開始
時刻よりも遅い開始時刻のシーンが再生リストに登録されているか否かを判定する。
【０２０１】
　ステップＳ１０６において、再生しているシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシー
ンが登録されていると判定された場合、ステップＳ１０７に進む。ステップＳ１０７にお
いて、再生部２７は、再生しているシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシーンのうち
、再生しているシーンの開始時刻に最も開始時刻の近いシーンから順番に、再生リストに
登録されているシーンを連続して再生し、シーンラベル変更処理は終了する。
【０２０２】
　一方、ステップＳ１０６において、再生しているシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻
のシーンが登録されていないと判定された場合、ステップＳ１０８に進み、再生部２７は
、再生リストの先頭のシーンから順番に、再生リストに登録されているシーンを連続して
再生し、シーンラベル変更処理は終了する。
【０２０３】
　このようにして、再生装置１１は、シーンの再生中にシーンラベルが変更されると、新
たな再生リストを生成し、生成した再生リストに登録されているシーンのうち、現在再生
しているシーンにより近い時刻のシーンから順番に再生する。
【０２０４】
　このように、新たな再生リストに登録されているシーンのうち、現在再生しているシー
ンにより近い時刻のシーンから順番に再生することによって、ユーザが視聴したいシーン
をより効率よく再生することができる。また、再生しているシーンの切り替わりをできる
だけユーザに感じさせないように、新たに選択されたシーンラベルのシーンの再生を開始
することができる。
【０２０５】
　なお、以上においては、再生するシーンが登録された再生リストが生成されると説明し
たが、再生リストが生成されずに、選択されたシーンラベルのシーンが再生されるように
してもよい。以下、図１７のフローチャートを参照して、再生リストを生成しない場合に
おける、連続再生処理について説明する。
【０２０６】
　ステップＳ１３１において、抽出部３１は、ユーザにより選択されたシーンラベルのシ
ーンメタデータを抽出して、抽出されたシーンメタデータをシーンの開始時刻順に並べ、
シーンメタデータが開始時刻順に並べられた情報を管理部３２に供給する。
【０２０７】
　ステップＳ１３２において、管理部３２は、ユーザによる入力部２４の操作に基づいて
、これから再生を開始するシーンを選択する。例えば、ユーザが入力部２４を操作して、
図４に示したタイルインデックス１２１のサムネイル画像１３１－１を選択した場合、管
理部３２は、サムネイル画像１３１－１により示されるシーンを、再生を開始するシーン
として選択する。
【０２０８】
　ステップＳ１３３において、再生装置１１は再生時刻変更処理を行い、連続再生処理は
終了する。なお、再生時刻変更処理の詳細は後述するが、再生時刻変更処理において、再
生装置１１は、ステップＳ１３１において抽出された各シーンメタデータのシーンの終了
時刻を変更し、再生を開始するシーンとして選択されたシーンから開始時刻の早い順に、
抽出されたシーンを連続して再生する。
【０２０９】
　このようにして、再生装置１１は抽出されたシーンの終了時刻を変更して、それらのシ
ーンを順番に再生する。
【０２１０】
　次に、図１８のフローチャートを参照して、図１７のステップＳ１３３の処理に対応す
る処理である再生時刻変更処理について説明する。
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【０２１１】
　ステップＳ１６１において、管理部３２は、再生の対象となるシーンのシーンメタデー
タを選択するための変数をＫとする。そして、管理部３２は、抽出部３１から供給された
情報により示されるシーンメタデータのうち、ユーザにより選択されたシーンのシーンメ
タデータが並べられている順番を示す数を変数Ｋの値とする。
【０２１２】
　例えば、ユーザにより選択されたシーンのシーンメタデータが、抽出部３１から供給さ
れた情報により示されるシーンメタデータのうち、３番目に並べられているシーンメタデ
ータである場合、管理部３２は変数Ｋの値をＫ＝３とする。
【０２１３】
　また、時刻管理部４１は、これまで再生したシーンの変更前の終了時刻のうち最も遅い
時刻を示す変数をＴｍａｘとする。そして、時刻管理部４１は、Ｋ番目のシーンメタデー
タのシーンと同じ動画像ファイルに含まれている、Ｋ番目のシーンメタデータのシーンよ
りも開始時刻が早いシーンであって、最も遅い終了時刻のシーンの終了時刻を変数Ｔｍａ
ｘの値とする。
【０２１４】
　その後、ステップＳ１６２の処理乃至ステップＳ１６９の処理が行われるが、これらの
処理は、図１５のステップＳ６２の処理乃至ステップＳ６９の処理のそれぞれと同様であ
るのでその説明は省略する。
【０２１５】
　ステップＳ１６８またはステップＳ１６９において、シーンＳｋの終了時刻が変更され
ると、管理部３２は、シーンＳｋが含まれる動画像ファイルのビデオファイルＩＤ、シー
ンＳｋの開始時刻、およびシーンＳｋの変更された終了時刻を再生部２７に供給する。
【０２１６】
　ステップＳ１７０において、再生部２７は、シーンＳｋを再生する。すなわち、再生部
２７は、管理部３２から供給されたビデオファイルＩＤにより特定される動画像ファイル
を、動画像ファイル記録部２１から取得する。そして、再生部２７は、取得した動画像フ
ァイルの動画像データのうち、管理部３２から供給された開始時刻から終了時刻までの区
間の動画像データを、例えば、MPEG4、MPEG２などの所定の形式により復号し、これによ
り得られた動画像データを表示部２８に供給して表示させる。
【０２１７】
　なお、より詳細には、再生部２７は、管理部３２から供給されたシーンＳｋのビデオフ
ァイルＩＤ、開始時刻、および終了時刻を記憶しておき、現在再生しているシーンの再生
が終了すると、次のシーンの再生を開始する。
【０２１８】
　ステップＳ１７１において、管理部３２は記憶している変数Ｋをインクリメントして処
理はステップＳ１６２に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０２１９】
　また、ステップＳ１６２において、Ｋ番目のシーンメタデータがないと判定された場合
、すなわち抽出された全てのシーンが再生された場合、処理は終了する。
【０２２０】
　このようにして、再生装置１１はユーザにより選択されたシーンラベルのシーンメタデ
ータを抽出し、抽出したシーンメタデータのシーンの終了時刻を必要に応じて変更して再
生する。
【０２２１】
　このように、再生するシーンの終了時刻を必要に応じて変更することで、再生装置１１
は、ユーザが視聴したいシーン、すなわちユーザにより選択されたシーンラベルのシーン
をより効率よく再生することができる。
【０２２２】
　また、選択されたシーンラベルのシーンの再生中に、ユーザが図９に示した再生画面２
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５１のボタン２６５乃至ボタン２６７、およびチェックボックス２６８乃至チェックボッ
クス２７３を操作してシーンラベルを変更すると、再生装置１１は、新たに選択されたシ
ーンラベルに基づいて、新たに選択されたシーンラベルのシーンの再生を行う処理である
、シーンラベル変更処理を行う。
【０２２３】
　以下、図１９のフローチャートを参照して、再生リストを生成しない場合における、再
生装置１１によるシーンラベル変更処理について説明する。
【０２２４】
　ステップＳ２０１において、抽出部３１は、ユーザにより新たに選択されたシーンラベ
ルのシーンメタデータを抽出して、抽出されたシーンメタデータをシーンの開始時刻順に
並べ、シーンメタデータが開始時刻順に並べられた情報を管理部３２に供給する。
【０２２５】
　ステップＳ２０２において、管理部３２は、現在再生しているシーンのシーンラベルが
、新たに選択されたシーンラベルであるか否かを判定する。例えば、管理部３２は、再生
しているシーンのシーンメタデータが、抽出部３１から供給された情報に含まれている場
合、再生しているシーンのシーンラベルが、新たに選択されたシーンラベルであると判定
する。
【０２２６】
　ステップＳ２０２において、再生しているシーンのシーンラベルが、新たに選択された
シーンラベルであると判定された場合、ステップＳ２０３に進み、管理部３２は、再生の
対象となるシーンのシーンメタデータを選択するための変数をＫとする。そして、管理部
３２は、抽出部３１から供給された情報により示されるシーンメタデータのうち、現在再
生しているシーンのシーンメタデータが並べられている順番を示す数を変数Ｋの値とする
。
【０２２７】
　また、ステップＳ２０２において、再生しているシーンのシーンラベルが、新たに選択
されたシーンラベルでないと判定された場合、ステップＳ２０４に進み、管理部３２は、
シーンメタデータ記録部２３に記録されているシーンメタデータを参照して、再生してい
るシーンと同じ動画像ファイルのシーンのシーンメタデータが、抽出部３１から供給され
た情報に含まれているか否かを判定する。例えば、管理部３２は、抽出部３１から供給さ
れた情報に含まれているシーンメタデータのシーンのうち、再生しているシーンとビデオ
ファイルＩＤが同じシーンがある場合、同じ動画像ファイルのシーンのシーンメタデータ
が含まれていると判定する。
【０２２８】
　ステップＳ２０４において、同じ動画像ファイルのシーンのシーンメタデータが含まれ
ていると判定された場合、ステップＳ２０５に進み、管理部３２は、再生の対象となるシ
ーンのシーンメタデータを選択するための変数をＫとする。そして、管理部３２は、再生
しているシーンと同じ動画像ファイルのシーンのシーンメタデータのうち、再生している
シーンの開始時刻と最も開始時刻の近いシーンのシーンメタデータが並べられている順番
を示す数を変数Ｋの値とする。
【０２２９】
　さらに、ステップＳ２０４において、同じ動画像ファイルのシーンのシーンメタデータ
が含まれていないと判定された場合、ステップＳ２０６に進み、管理部３２は、シーンメ
タデータ記録部２３に記録されているシーンメタデータを参照して、再生しているシーン
の開始時刻よりも遅い開始時刻のシーンのシーンメタデータが、抽出部３１から供給され
た情報に含まれているか否かを判定する。
【０２３０】
　ステップＳ２０６において、再生しているシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻のシー
ンのシーンメタデータが含まれていると判定された場合、ステップＳ２０７に進む。ステ
ップＳ２０７において、管理部３２は、再生の対象となるシーンのシーンメタデータを選
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択するための変数をＫとする。そして、管理部３２は、抽出部３１から供給された情報に
含まれているシーンメタデータのシーンであって、再生しているシーンの開始時刻よりも
遅い開始時刻のシーンのうち、再生しているシーンの開始時刻に最も開始時刻の近いシー
ンのシーンメタデータが並べられている順番を示す数を変数Ｋの値とする。
【０２３１】
　一方、ステップＳ２０６において、再生しているシーンの開始時刻よりも遅い開始時刻
のシーンのシーンメタデータが含まれていないと判定された場合、ステップＳ２０８に進
み、管理部３２は、再生の対象となるシーンのシーンメタデータを選択するための変数Ｋ
をＫ＝１とする。
【０２３２】
　ステップＳ２０３、ステップＳ２０５、ステップＳ２０７、またはステップＳ２０８に
おいて、変数Ｋが定められると、ステップＳ２０９において、再生装置１１は、再生時刻
変更処理を行い、シーンラベル変更処理は終了する。なお、この再生時刻変更処理は、図
１８のフローチャートを参照して説明した処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０２３３】
　また、この再生時刻変更処理のステップＳ１７０において変数Ｋに対応するシーンＳｋ
の再生が開始されるまで、ユーザによりシーンラベルが選択し直されるまで再生していた
シーンが継続して再生される。さらに、新たに定められた変数Ｋに対応するシーンＳｋが
、シーンラベルが選択し直されるまで再生していたシーンと同じである場合、すなわちス
テップＳ２０２からステップＳ２０３に進んだ場合、そのシーンＳｋの終了時刻となるま
で、再生しているシーンが継続して再生される。
【０２３４】
　このようにして、再生装置１１は、シーンの再生中にシーンラベルが変更されると、新
たに選択されたシーンラベルのシーンのうち、現在再生しているシーンにより近い時刻の
シーンから順番に再生する。
【０２３５】
　このように、新たに選択されたシーンラベルのシーンのうち、現在再生しているシーン
により近い時刻のシーンから順番に再生することによって、ユーザが視聴したいシーンを
より効率よく再生することができる。また、再生しているシーンの切り替わりをできるだ
けユーザに感じさせないように、新たに選択されたシーンラベルのシーンの再生を開始す
ることができる。
【０２３６】
　以上のように、再生するシーンの終了時刻を必要に応じて変更するようにしてので、ユ
ーザが視聴したいシーンをより効率よく再生することができる。
【０２３７】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行させることもできるし、ソフトウエア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行させる場合には、
そのソフトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコン
ピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行する
ことが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からイ
ンストールされる。
【０２３８】
　図２０は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するパーソナルコンピュータの
構成の例を示すブロック図である。パーソナルコンピュータ４０１のCPU（Central Proce
ssing Unit）４１１は、ROM（Read Only Memory）４１２、または記録部４１８に記録さ
れているプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM（Random Access Memory）４１
３には、CPU４１１が実行するプログラムやデータなどが適宜記憶される。これらのCPU４
１１、ROM４１２、およびRAM４１３は、バス４１４により相互に接続されている。
【０２３９】
　CPU４１１にはまた、バス４１４を介して入出力インターフェース４１５が接続されて
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いる。入出力インターフェース４１５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどより
なる入力部４１６、ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部４１７が接続されている
。CPU４１１は、入力部４１６から入力される指令に対応して各種の処理を実行する。そ
して、CPU４１１は、処理の結果を出力部４１７に出力する。
【０２４０】
　入出力インターフェース４１５に接続されている記録部４１８は、例えばハードディス
クからなり、CPU４１１が実行するプログラムや各種のデータを記録する。通信部４１９
は、インターネットやローカルエリアネットワークなどのネットワークを介して外部の装
置と通信する。
【０２４１】
　また、通信部４１９を介してプログラムを取得し、記録部４１８に記録してもよい。
【０２４２】
　入出力インターフェース４１５に接続されているドライブ４２０は、磁気ディスク、光
ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメディア４３１が装
着されたとき、それらを駆動し、そこに記録されているプログラムやデータなどを取得す
る。取得されたプログラムやデータは、必要に応じて記録部４１８に転送され、記録され
る。
【０２４３】
　コンピュータにインストールされ、コンピュータによって実行可能な状態とされるプロ
グラムを格納するプログラム記録媒体は、図２０に示すように、磁気ディスク（フレキシ
ブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVDを含
む）、光磁気ディスクを含む）、もしくは半導体メモリなどよりなるパッケージメディア
であるリムーバブルメディア４３１、または、プログラムが一時的もしくは永続的に格納
されるROM４１２や、記録部４１８を構成するハードディスクなどにより構成される。プ
ログラム記録媒体へのプログラムの格納は、必要に応じてルータ、モデムなどのインター
フェースである通信部４１９を介して、ローカルエリアネットワーク、インターネット、
デジタル衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を利用して行われる。
【０２４４】
　なお、本明細書において、プログラム記録媒体に格納されるプログラムを記述するステ
ップは、記載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的
に処理されなくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０２４５】
　なお、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２４６】
【図１】本発明を適用した再生装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】動画像から抽出されるシーンを説明するための図である。
【図３】シーンメタデータの一例を示す図である。
【図４】タイルインデックスの一例を示す図である。
【図５】タイルインデックスの一例を示す図である。
【図６】リストインデックスの一例を示す図である。
【図７】インデックス表示処理を説明するフローチャートである。
【図８】シーンの再生について説明する図である。
【図９】再生画面の一例を示す図である。
【図１０】フィルムロールへのサムネイル画像の表示を説明する図である。
【図１１】シーンのスキップについて説明する図である。
【図１２】再生中におけるシーンラベルの選択について説明する図である。
【図１３】再生するシーンの終了時刻の変更について説明する図である。
【図１４】連続再生処理を説明するフローチャートである。
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【図１５】再生リスト生成処理を説明するフローチャートでる。
【図１６】シーンラベル変更処理を説明するフローチャートである。
【図１７】連続再生処理を説明するフローチャートである。
【図１８】再生時刻変更処理を説明するフローチャートである。
【図１９】シーンラベル変更処理を説明するフローチャートである。
【図２０】パーソナルコンピュータの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０２４７】
　１１　再生装置，　２１　動画像ファイル記録部，　２３　シーンメタデータ記録部，
　２５　制御部，　２６　インデックス表示制御部，　２７　再生部，　２８　表示部，
　３１　抽出部，　３２　管理部，　４１　時刻管理部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】



(34) JP 4735388 B2 2011.7.27

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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